
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　 を有効成分とする殺菌剤。
【請求項２】
　前記抽出を、 80～ 100℃で行うことを特徴とする に記載の殺菌剤。
【請求項３】
　前記抽出を、窒素雰囲気下で行うことを特徴とする に記載の殺菌剤。
【請求項４】
　前記 の濃度が 6.25～ 46000μ g/mLであることを特
徴とする の何れかに記載の殺菌剤。
【請求項５】
　前記抽出物は、モモタマナの葉 100質量％から 14～ 46質量％の割合で得られたものであ
ることを特徴とする の何れかに記載の殺菌剤。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、殺菌剤に関し、特に を有効成分とする
殺菌剤に関する。
【０００２】
【従来の技術】
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近年、植物由来の抗菌物質が明らかにされ、中でも緑茶については多くの研究があり、黄
色ブドウ球菌 (Staphylococcus aureus)、表皮ブドウ球菌 (Staphylococcus epidermidis)
及び多くの下痢起炎菌の発育を阻止するカテキンはよく研究されている。また、病原性グ
ラム陽性菌に対する抗菌活性が、多くの植物、例えばミ  ロバランノキ (Terminalia chebu
la)において報告されている（非特許文献１参照）。
【０００３】
これに対し、モモタマナ (Terminalia catappa L.)は、ミロバランノキと同じシクンシ (Te
rminalia)科に属し沖縄等に自生する植物であるが、該モモタマナから殺菌物質を分離し
たとの報告はこれまでなされていない。
【０００４】
一方、メチシリン耐性黄色ブドウ球菌 (ＭＲＳＡ )に対して有効な薬剤としては、バンコマ
イシンが存在するのみであり、新規な殺菌剤の開発が要望されている。
【０００５】
また、殺菌剤・抗菌剤の中には、殺菌・抗菌効果を有するものの、変異原性を有するため
、使用に制限のあるものがある。従って、新規な殺菌剤を開発するに当っては、変異原性
にも充分留意する必要がある。
【０００６】
【非特許文献１】
グローバー・アイ・エス（ Grover IS）及びバラ・エス（ Bala S），”ネズミチフス菌に
おけるターミナリア・チェブラ（ミロバラン）の抗変異原活性（ Antimutagenic activity
 of Terminalia chebula (myroblan) in Salmonella typhimurium）”，「  インディアン
・ジャーナル・オブ・エクスペアリメンタル・バイオロジー（ Indian Journal of Experi
mental Biology ）」，１９９２年，３０号，ｐ．３３９－３４１
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
そこで、本発明の目的は、変異原性を有さない新規な殺菌剤、特にＭＲＳＡに対し有効な
殺菌剤を提供することにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
本発明者らは、上記目的を達成するために鋭意検討した結果、モモタマナの葉の抽出物が
殺菌効果及び抗変異原活性を有することを見出し、本発明を完成させるに至った。
【０００９】
　即ち、本発明の殺菌剤は、 を有効成分とすること
を特徴とする。
【００１１】
本発明の殺菌剤の他の好適例においては、前記抽出を、 80～ 100℃で行う。
【００１２】
本発明の殺菌剤の他の好適例においては、前記抽出を、窒素雰囲気下で行う。
【００１３】
　本発明の殺菌剤の他の好適例においては、該殺菌剤が液状の場合、前記

の濃度が 6.25～ 46000μ g/mLである。
【００１４】
本発明の殺菌剤の他の好適例においては、前記抽出物は、モモタマナの葉 100質量％から 1
4～ 46質量％の割合で得られたものである。
【００１６】
【発明の実施の形態】
以下に、本発明を詳細に説明する。本発明で用いるモモタマナ (Terminalia catappa L.)
は、シクシン (Terminalia)科の高木で、別名「コバデイシ」とも呼ばれる。該モモタマナ
は、沖縄、小笠原諸島、東南アジア及び南太平洋の海岸等に広く生育している。
【００１７】
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　本発明では、上記モモタマナの葉を採取し、 で抽出した抽出物を用いる。抽出の前処
理として、モモタマナの葉を破砕することが好ましく、破砕により効率よく抽出を行うこ
とができる。 、抽出効率及び安全性の観点から、
【００１８】
上記抽出は、 80～ 100℃で加温して行うのが好ましく、 80℃未満では、抽出効率が低く、 1
00℃を超えると、抽出物が化学変化することがある。
【００１９】
上記抽出は、空気、酸素を窒素で置換し、窒素ガスを充満した容器中、即ち窒素雰囲気下
で行うのが好ましい。窒素雰囲気下で抽出を行う方が、空気中で抽出を行うよりも、安定
性及び抽出効率が良い。
【００２０】
抽出後は、遠心分離により固相と液相に分離したり、又はろ過を行うことにより、モモタ
マナの葉の残骸と抽出液とを分離する。なお、抽出液中には後述するようにポリフェノー
ル類が存在するため、抽出液は酸性を示す。そこで、使用目的に応じてＮａＯＨ水溶液等
で抽出液を中和してもよい。
【００２１】
　上記抽出物は、 としてそのまま用いてもよいが、抽出物を精製して用いること
もできる。例えば、加温下で抽出液を減圧濃縮した後、凍結乾燥を行って、抽出物の精製
品を得る。
【００２２】
　例えば、窒素雰囲気下で、上述の好適温度範囲で、 を用い、モモタマナの葉 1gに対し
10mLを用いて抽出を行った場合、得られた抽出液を乾燥させると、 0.14～ 0.46gの抽出

物が得られる。従って、好適抽出条件下で得られる抽出物の割合は、モモタマナの葉 100
質量％に対し 14～ 46質量％である。
【００２３】
　上記抽出物は、エロモナス  ハイドロフィラ (Aeromonas hydrophila)、エロモナス  キャ
ビエ (Aeromonas caviae)、エロモナス  ソブリア (Aeromonas sobria)、バチルス  メガテリ
ウム  ATCC 6630(Bacillus megaterium ATCC 6630)、バチルス  ズブチリス (Bacillus subt
ilis)、エンテロコッカス  フェカーリス  ATCC 29212(Enterococcus faecalis ATCC 29212
)、エンテロコッカス  アビウム  R252(Enterococcus avium R252)、病原血清型大腸菌Ｏ１
１１ (Enteropathogenic Escherichia coli O111)、プロテウス  ミラビリス (Proteus mira
bilis)、プロビデンシア  ストゥアーティ  SY2(Providencia stuarti SY2)、シュードモナ
ス  エルギノーザ  ATCC 27853(Pseudomonas aeruginosa ATCC 27853)、セラチア  マルセッ
センス (Serratia marcescens)、チフス菌 (Salmonella typhi)、パラチフスＡ菌 (Salmonel
la paratyphi A)、パラチフスＢ菌 (Salmonella paratyphi B)、フレクスナー赤痢菌 (Shig
ella flexneri)、ソンネ赤痢菌 (Shigella sonnei)、黄色ブドウ球菌 ATCC 25923(Staphylo
coccus aureus ATCC 25923)、黄色ブドウ球菌  FDA 209P(Staphylococcus aureus FDA 209
P)、黄色ブドウ球菌  MRSA J3(Staphylococcus aureus MRSA J3)、表皮ブドウ球菌 (Staphy
lococcus epidermidis)、コレラ菌  C154 (クラシカル )(Vibrio cholerae C154 (classica
l))、コレラ菌  A-85 (E1-Tor)(Vibrio cholerae A-85 (E1-Tor))、エルシニア  エンテロ
コリチカ血清型Ｏ -３ (Yersinia enterocolitica sero type O-3)等に対して抗菌及び殺菌
効果を有する。本発明で用いる は、上記のようにグ
ラム陽性菌のみならず、グラム陰性菌に対しても強い活性を有するため、該抽出物は感染
症治療薬としても有効である。
【００２４】
　特に、本発明で用いる は、メチシリン耐性黄色ブ
ドウ球菌 (ＭＲＳＡ )に対しても抗菌及び殺菌効果を有するため、該抽出物はＭＲＳＡ治療
薬として有効である。また、ＭＲＳＡに対する消毒液としても有効である。ＭＲＳＡ用薬
剤として用いる場合、モモタマナの葉の水抽出液は、濃縮してペースト化、乾燥化又は乳
化等が可能なため、剤型は特に限定されず、錠剤、粉末、液体であってよい。
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【００２５】
　本発明の殺菌剤は、有効成分である上記 を含み、
必要に応じて他の成分を含む。他の成分としては、殺菌剤を液状で用いる場合は、水、エ
タノール、プロパノール、グリセロール等の溶媒が挙げられる。ここで、液状殺菌剤中の

の濃度は、 6.25～ 46000μ g/mLが好ましく、 6.25～ 6
000μ g/mLがより好ましく、 12.5～ 1000μ g/mLが特に好ましい。 6.25μ g/mL未満では、殺
菌効果が充分でなく、 46000μ g/mLを超えると、殺菌効果が飽和する。また、本発明の殺
菌剤を錠剤等の固体状で用いる場合は、他の成分としては、通常の医薬用配合剤が挙げら
れる。
【００２６】
　また、上記 は、変異原性を有さず、むしろ抗変異
原性（変異阻害活性）を有する。従って、該抽出物を有効成分とする殺菌剤は、副作用が
少なく、安全である。
【００２７】
　本発明で用いる は、上記のように種々の菌に対し
て殺菌効果を有し、更に抗変異原性を有するため、種々のアイテムに配合することにより
、人体に対し安全で且つ殺菌性を発現させることができる。ここで、アイテムとしては、
化粧料、フィルター等が挙げられる。
【００２８】
【実施例】
以下に、実施例を挙げて本発明を更に詳しく説明するが、  本発明は下記の実施例に何ら
限定されるものではない。
【００２９】
（抽出液の調製）
60℃の温風で乾燥させたモモタマナの葉を、 5mmのワイヤメッシュを具えたブレンダーで
破砕した。該破砕物 1gに蒸留水 10mLを加え、 37℃で 1時間振盪した。次に、 10,000× gで 10
分間遠心した後、上清を採取し、 10％  ＮａＯＨ水溶液を用いて、該上清のｐＨを 7.0± 0.
1に調整した。最後に、孔径 0.22μ mのメンブレンフィルターを用いて濾過し、濾液を 10％
水抽出液として使用した。
【００３０】
（凍結乾燥標品の調製）
破砕されたモモタマナの葉 530gを蒸留水 5300mLに加え、 90℃で 1時間インキュベートした
。次に、濾紙（ＴＯＹＯ , ５Ｃ）を用いて濾過し、濾液を 70℃で減圧濃縮後、凍結乾燥を
行った。該凍結乾燥標品を適宜秤量し、蒸留水に溶解させて使用した。
【００３５】
（抗菌活性テスト）
（１）ディスク法
表１に記載の各菌をミューラーヒントンブロス (Difco)で培養し、生理食塩水で 106 cfu/mL
に調整し、ミューラーヒントン寒天培地に接種した。予め乾熱滅菌したディスク（直径 8m
m、東洋ろ紙）に、上記 10％水抽出液 50μ Lを滴下し乾燥させた。次に、該ディスクを、前
記被験菌を接種した倍地上に置き、 37℃で一晩培養した。培養後、ディスク周囲に出現し
た阻止円の直径を、ノギスを用いて測定した。結果を表１に示す。
【００３６】
（２）最小発育阻止濃度 (ＭＩＣ )
日本化学療法標準法（日本化学療法学会編 (1981)：最小発育阻止濃度 (MIC)測定法再改定
について , Chemotherapy 29: 76-79）に準拠して、最小発育阻止濃度を寒天平板希釈法に
て測定した。接種菌量は 106 cfu/mLで、培地にはミューラーヒントン寒天培地 (Difco)を用
いた。なお、ＭＩＣは細菌の発育を阻止する最も低い濃度で表した。結果を表１に示す。
また、上記凍結乾燥標品を用いＭＩＣを測定し、タンニン酸 (Tannic acid)及び没食子酸 (
gallic acid)のＭＩＣと比較した。結果を表２に示す。
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【００３７】
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００３８】
　表１の結果から、 は、病原性グラム陽性菌及びグ
ラム陰性菌に対し抗菌性を有し、食中毒等の腸管下痢症の起炎菌、シュードモナス、セラ
チア、ＭＲＳＡ等の院内感染菌の増殖を阻害することが分かる。
【００３９】
【表２】
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【００４０】
　表２の結果から、 は、タンニン酸及び没食子酸に
比べ、エロモナス、バチルス、プロテウス、プロビデンシア、ブドウ球菌、赤痢菌及びコ
レラ菌に対して抗菌活性が強いことが分かる。
【００４１】
（ＭＲＳＡに対するＭＩＣ値測定）
表１及び表２の結果より、モモタマナの葉の水抽出液が黄色ブドウ球菌に抗菌活性を示す
ことが明らかになったので、表３に示す７株のＭＲＳＡに対して上記と同様の方法でＭＩ
Ｃ値を測定し、バンコマイシン等の８種の薬剤と比較した。結果を表３に示す。
【００４２】
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【表３】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００４３】
　表３より、 は、概ねバンコマイシンに次いで低い
ＭＩＣ値を示し、抗菌活性が強いことが分かる。
【００４４】
（生菌数の測定）
抗菌テストでモモタマナの葉の抽出物に対して感受性であった、グラム陽性菌の黄色ブド
ウ球菌  MRSA J3、黄色ブドウ球菌  FDA 209P及び表皮ブドウ球菌と、グラム陰性菌のフレ
クスナー赤痢菌、  パラチフスＡ菌及びコレラ菌  C154とを被験菌とした。対数増殖期の培
養菌を 1： 105まで希釈した。この菌浮遊液 1mLに上記 10％水抽出液を等量加え混合した後
、 37℃でインキュベートした。適宜取り出し、希釈後生菌数を混釈法により、ミューラー
ヒントン寒天培地を用いて測定した。結果を図１に示す。
【００４５】
図１より、 0.63％以上の濃度のモモタマナ葉水抽出液で 24時間処理することにより総ての
菌が死滅することが分かる。また、この結果から、上記発育阻止能が殺菌によるものであ
ることが分かる。
【００４６】
（抗変異原試験）
Ａｍｅｓ法により変異原性を試験した。変異原にはアジ化ナトリウム (ＮａＮ 3 )と代謝酵
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素賦活型の２ -ＡＦを使用した。菌株はネズミチフス菌ＬＴ -２ (Salmonella Typhimurium 
LT-2)株由来ＴＡ９７ａ、ＴＡ９８（フレームシフト試験株）、ＴＡ１００（塩基対置換
試験株：カリフォルニア大学バークレイ校の Ames BN博士より分与）を用いた。新鮮培養
菌 0.1mLに変異原 0.1mL及びモモタマナの葉の水抽出液 0.1mLを加え、 37℃で 20分間インキ
ュベートした後、 0.5mMのヒスチジン /ビオチン含有の上層軟寒天培地 2mLを加え、予め作
製した最小培地からなる下層培地に重層した。 37℃で 48時間培養した後、出現した復帰変
異株のコロニーを計数した。同時に、陽性コントロール（変異原のみ）、陰性コントロー
ル（モモタマナの葉の抽出液のみ）についても試験した。Ｓ９依存性の変異原２ -ＡＦの
場合は、 0.5mLのＳ９、 0.1mLの菌液、変異原 0.1mL及びモモタマナの葉の抽出液を加え、
同様に行った。コントロールはＳ９の代わりにリン酸緩衝液を使用した。復帰変異株の計
数は 48時間後に行った。活性は、次の式を用いて求めた。結果を図２に示す。
【００４７】
式：活性 (％ )＝（ａ－ｂ）×１００／（ａ－ｃ）
（式中、ａは変異原の作用のみで誘導されたコロニー数、ｂは抽出液存在下の変異原の作
用で出現したコロニー数、ｃはモモタマナの葉の水抽出液の作用のみで出現したコロニー
数である。）
【００４８】
図２より、直接作用性変異原ＮａＮ 3によって生じる塩基置換型の復帰変異株の生成が最
大 68％阻害され、Ｓ９依存性の２ -ＡＦによって生じるフレームシフト型変異株の生成が
最大 100％阻害されることが分かる。この結果から、モモタマナの葉の水抽出液は、変異
原性を有さないだけではなく、むしろ抗変異原活性を有することが分かる。
【００４９】
【発明の効果】
本発明によれば、種々の菌に対し抗菌・殺菌作用を有し、特にＭＲＳＡ殺菌作用を有し、
変異原性を有さず、むしろ抗変異原活性を有する殺菌剤が提供でき、かかる殺菌剤を用い
ることにより、殺菌性が高く、人体に対して害の無い化粧料、フィルター等の様々な商品
が提供できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　生菌数の測定結果である。
【図２】　抗変異原試験の測定結果である。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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